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1製 品計画における特色
ここに 「農産製 品」 とは疏菜,果 物 な どの農 産物 を原料 と して,食 用その
他 の用 に供す るため,加 工 してつ くられた ものを指す のであ るが,こ れ を 「
食料 品」 となった ものについ てみ る と,(1)原料作物 の原形 や品質 をほ とん
どそ の まま保持 して加工す る もの(例,缶 詰),(2)原 料作物 の原形 を こわ
す もの(例,粉 状 にす るもの マ ッシ ュポテ ト,液 状にす る もの ジュ
ース) ,(3)原料作物 の品質 に まで変 化を生ぜ しめる もの(例,醸 造製品,
酒,ビ ール)な どに分け られ る。 ところで,そ の製 品 とな った ものが,
どの よ うな ものであ ろ うと,消 費者の欲求を満足 させ,そ の必要 に適合 して
い くためには,食料品 の場合,よ くそ の味覚を楽 しませ,また栄養 の点におい
て役 立つ ことを要す る。 と くにそ の原料が疏菜や果物 であ るため,中 には人
々がそれ に大 きな栄養源 を求め るとい うよ りは,食 欲 を増進 させ た り,若 干
ビタ ミソそ の他の補給を した り,ま た菓子類 と同様の中間の食べ物 に用い ら
れ る ことも少な くないので,常 に この よ うな機能 をはた しうるよ うに品質,
形状,包 装な どの諸 点において製 品化 されていなけれぽな らないのであ る。
したがって,そ の禦品計画にあたっては,缶 詰などの場合,原 料作物のも
つ風味,香 気,栄 養価,色 彩,形 状,大 きさ,鮮 度,硬 軟性などをそのまま
保持 した状態で加工す ることを要 し,また包装についてもそれ らの保持をは
一32一 商 学 討 究 第14巻第2号
か ると同時に,消 費者の購入上や消費上に便宜を供す るものであることが望
まれ る。 しか し,これ らの うち,包 装のようなものは缶詰加工の段階におい
て計画化され るけれ ども,風 味,香 気,色 彩,形 状,大 きさ,鮮 度,硬 軟性
などは,ほ とんど田畑における原料作物 として生産される段階で育成 され,
保持せ しめられ るものである。この点,一 般の工業製品の製品計画と異なる
ものがあるといわねばならない。工業製品の場合には,そ の加工にあた り,
た とえば木材,繊 維,鉄 鋼その他の金属,石 炭,石 油などに大 きな物理的,
化学的変化を与えて原料 とはまった く質的,量 的に違った製品 となることが
多いのである。 しか し農産缶詰のよ うな場合には,一 部のジュース類を除き
,ほ とん ど原料そのままのものが多い。 この ことは,製 品(缶 詰)の レイブ
ルのほ とんどすべてに,原 料作物そのままの図示が してあることで よく知 ら
れる。
また農産製品のもつ風味,香 気,色 彩などに対す る消費者の嗜好などの欲
求は,か な りの長期間,持 続 され るものであって,工 業製品(例,衣 料品,
自動車など)の よ うに流行の移 り変 りのはげ しい ものとも異なる。否,そ の
風味,香 気,色 彩などの諸要素は,工 場における加工段階以前の畑作段階に
おいて育成され,保 持 され るものであるため,工 場の加工段階では ミ工業製
品の流行の変遷 こに相応す るような変化を与えることはきわめて困難 とされ
ているのである。
以上の意味において,農 産製品の製品計画は,そ の品質に関する限 り,原
料作物 と製品と一体 として行な うことを要し,多 くの工業製品のように,加
工段階に重点をお くものとはかな り事情を異に しているといえるのである。
この点,今 日の 「製品計画」において,そ の対象に 「工業製品」がとりあげ
られ,農 産物や水産物などは考慮に入れ られていない ようにみ られ るけれ ど
も,上 述のような農産製品の製品計画のことを考え,ま た広 く今後の動向を
思 うとき,そ れを工業製品のみに限 るのは妥当なことといわれない。このこ
とにつき,か って本誌第13巻第2号 の拙稿 「プ ロ ダ ク ト・プラソニソグ小
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論 」において論述 したことがあるので,こ こには省略す る。それでは,農 産
製品の製品計画が原料段階と加工段階の両方にわた って行な うことを要す る
もの として,実 際はどの ようなものであろうか,こ こにその例証 として,北
海道における 「アスパラガス缶詰」をとりあげ,必 要な論述を行な うことと
しよう。
皿 アスパ ラガス缶詰 の発祥
1ア スパ ラガスの栽培 か ら缶詰 まで
アスパ ラガスは ユ リ科 に属す る植物 であ って,こ れ と同種の ものは,わ が
国で 「お らんだ き じか くし」 「西洋 ウ ド」 「松葉 ウ ド」一 な ど とい って各
地 でみ られ る。北海道 では 「ホ タル グサ」 といわれ て,た とえばオホ ーツク
海 に面 した 「原生花 園」に生育 してい る。 しか し,そ れ が食 用の 目的を もっ
てわが国へ初 めて輸入 されたのは,ア メ リカか ら明治4年(1873年)に 北海
道開拓使 の手に よるもの とされてい る。 『開拓使蔵 版』 に 「野天門」(ア ス
パ レグス)と い う名称で栽培法が記述 されてい るよ うであ るが,し か しこの
ときはただ試験的に作 られたに とどま り,普 及 しなか った。
アスパ ラガスが缶詰加工 のために,わ が国で初 めて栽培 されたのは大正13
年(1924年)のことで,そ れは下 田喜久三氏が同12年に北海 道庁 の海 外実業
練 習生 と してア メ リカへ渡 り,約 半年 の間,ア スパラガスの栽培,加 工の こ
とを調査 し,種 子 を輸入 して,同13年11月,北 海 道岩内郡岩 内町 に 「日本 ア
スパ ラガス株 式会社 」を創立 し,企 業化 した ことに よる ものであ る。そ して
同氏は原料を確保す るため,同15年 に岩 内町 の会社直営の農場(60町歩)に
おいて アスパ ラガスを栽培 した のであ る。
そ の後,気 候 的に も,地 質的に もアスパ ラガスの栽培 に好適 な ところ とし
て虻 田郡喜茂別村 の土地を見付 け,昭 和3年(1928年)に 栽培をは 『じめ,
洞4年 春に40町歩 を定植 し,し だいに耕作面積を増加 してい った。そ して,
こ の事業 の有利 な ことが着 目されだ し,同8年 には同村 に 「朝 日アスパ ラガ
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ス缶詰株式会社」が創立 され,さ らに この会社 の原料買い入れ価格 の引 き下
げ に対抗す るため,同14年 に同村 の産業組 合(「 保証責任喜茂別村信用販売
購 買利用組合」)が 缶 詰加工事業をは じめ るにいた り,そ の栽培 もいっそ う
増加す る よ うにな ったのであ る。い ま昭和14年(1939年)におけ る北海道 の
ア スパ ラガス缶詰工場 とその製 造高 を示す と第1表 の とお りであ る。ちなみ
に,同 年 の全道 にわた るアスパ ラガスの栽培面積は1,500町,その生産高 は
32万貫 であ った。 また缶詰の全製 造高66,130函の うち,35,030函(665,570
円)は 海 外へ輸 出 され てい る。
第1表 北海 道に おけ るアス パラガスの缶詰工場 と製造高(昭 和14年)
名 称 所 在 地
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函
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円
1,628,750
商 標
ス キ ー
ゼ ン トルマ ン
明 治
明 治
朝 日熊 ・双熊
ナ リソ ピ ツ ク
星 信
ラ グ ビ ー
八 紘
ク レ ー ド ル
エ ノレ ム
なお,北 海 道 のアスパ ラガス缶詰 が初 めて海 外へ輸出 された のは昭和13年
の ことであ って,す な わ ち 同年 の全製 造高50,725函(911,100円)のうち
8,600函(159,800円)の輸 出を み て お り,翌14年は増加 して上記の とお り
35,030函となってい る。 これ ら輸 出品の仕向け地 と しては カナグ,オ ース ト
ラ リア,南 阿連邦,中 国,満 州 な どがあげ られ,ま たそれを取 り扱 った もの
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は三井物産株式会社,三 菱商事株式会社,森 永製菓株式会社,明 治製菓株式
会社,伊 藤精七商店,野 崎'商店,岩 井商店,セ ール商店および全販連であっ
た。
・ 以上の とお り,ア スパラガスは今か ら40数年前に種子 として輸入され,寒
地に適 した農産物 のゆえをもって,北 海道を主産地 として栽培され,缶 詰に
加工されてきたものであるが,当 時,わ が国に輸入されていたアメリカ産の
缶詰 とよく競争す ることができ,ま た海外の市場においてもアメ リカ製品に
対抗できるようにな り,いわゆる外貨獲得のために一役買ったのであった。
もちろん,そ れを可能ならしめた理由 としては,為 替安や低賃金などがあげ
られるが,同 時にそれを種子 より育ててアメリカ産のものに劣らない原料ア
スパラガスを作 り,また缶詰に加工 して輸出 し,海外に よく販路を もち うる
にいた らしめた 「製品計画」にも適切なものがあった といわねばならないの
である。
2原 料アスパラガスの製品計画
アスパ ラガスが食料品 として嗜好され る理由は,そ れが独特の風味 と香気
を もっていて食欲をそそ り,ま たビタミソA,Cが あ り,ア ミノ酸 も含 まれ
ていて保健的に役立つ とい うことにある。 したがって,そ れが消費者の欲求
を満た して販路の確保をはかるためには,常 にその ような品質上の特色を保
(1)(2)
持 してい ることを要す る。
'(1)ア スパ ラガスの化学 成菱〉に関す る専 門研究者 の分析結果 に よる と
,若 茎 の92%
以上 は水分 であ る とされ てい る。 残部 の固定物 を粗蛋 白,粗 脂肪,炭 水化学,粗
繊維,灰 分 で占め てい るが,い ずれ も少 量 であ る。 カ ロ リー源 としてみ る とき,
ユ00グラムの若 茎 は14.8カロ リー(ベ ツカー氏),18カ ロ リー(ホ ワイ ト氏),
20カPリー(山 口氏)と いわれ てい るか ら,大 体,き ゆ うり(12カロ リー)よ り
は多 く,ほ うれ んそ う(18カロ リー)と 同 じ くらいで,大 きな価 値 のあ るもので
ない。そ の価値 はむ しろ ビタ ミン類や ア ミノ酸 な どに よる もの とされ てい る。
なお,ア スパ ラガス の香 気 の主成分 は メチー ルケ トン(Methylketones)と
ア ミン(Amines)とであ って,前 者 が量的 に多 く,後 者 は微量 で あ るといわれ.
てい る 〔沢 田英吉 「アスパ ラガ ス」(昭 和37年9月)P.308参照 〕。
(2)最近,NNビタ ミン時 代 よ りア ミ ノ酸 時 代へxxとい う標語 の も とに,ア ミノce
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(1)原料 アスパ ラガスの栽培
アスパ ラガスが北海 道へ輸入 され てか ら今 日にいた る まで,そ れ を農家が
有利 な作物 として耕作面積を増加 させ てきた理由は,な に よ りも,そ れが寒
冷 にたえ る安全 な特殊作物 に属す るとい うことであ る(北 海道の収穫面積,昭
和37年1,800ヘクタール,生産量4,700トン,同38年2,450ヘクタール)。
それ の輸入当初の事情 を うかが うと次の とお りであ る。上記,下 田喜久三
氏 は北海道岩 内町 において,大 正5年(1916年)に 約5町 歩 のアスパ ラガス
試 作場を設けてい るが,こ れは冷害対策作物 の研究を行 な うために着手 され
た ものであ った 。その頃,東 北地 方や北海 道では冷害 凶作 のため,悲 惨 な生
活 をお くる農家が多か った ので,そ の対策の1つ と して,寒 冷にたえ る作物
を 栽培す るの要 あ る こ と を 下 田氏は痛感 して,そ の挙に 出た といわれ てい
る。 また同 じ農 産物で も,輸 出の可能性 のあ るものが よい と考え られ,そ の
頃,東 洋では生産皆無で,需 要は広 く西洋諸 国にあた った ことも,ア スパ ラ
ガスの栽培 試験に力を入れ させ る動機 となったのであ る。 この よ うに して大
正7年 以来,栽 培試験が行 なわれたが,外 国の品種そ のままでは,北 海 道 の
気候に適 しない もの もあ るので,そ れに適す る品種 の育成 に努め,大 正11年
vl
(1922年),アメ リカ産の コノバ ース ・コロッサル種 と ドイ ツ産の ヌムフォ
ソプ ラソシュ ワイ ヒ種 の交配 に よ っ て 「瑞洋」 とい う新種を作 るにいた っ
た 。 これは プラソシ ュワイ ヒに くらべ て発芽 の時期が早 く,頭 部は パル メ ト
ウ(Palmetto)に類似 し,寒 気に強い もの といわれ ている。
次に原料 アスパ ラガスの品質を高 め るた め,そ の適 地の さが し求 め られた
こ とも留意を要す る。
す でに述べた とお り,下 田氏 が大正の中頃,栽 培をは じめた のは岩 内郡岩
内町 であ ったが,や が て 主産地 は虻 田郡喜茂別村に移 ったのであ る。 理由
※酸(合成)を 主成分とする保健薬がアスパラガスと類似の名称をもって売り出
されているが,それはもともと天然のア ミノ酸(L型 ア ミノ酸)が アスパラガス
の中に含まれているからである。
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は,岩 内地方での缶詰加工は原料高 となるほか,も ともと栽培適地でなかっ
たためである。岩 内地方は 日本海に面す る海辺地帯であって,風 強 く,降雪
が比較的に少な く,地面の凍ることが強いため,春 先になると凍結 した もの
!
がいちどに解けだ し,ためにアスパラガスの根は損傷を うけやす く,そ こか
ら土壌菌におかされて立枯れす るものが少な くなかった。よって,そ のよ う
な被害の少ない土地を さ が し求めて羊蹄 山(那 須 火山帯)の 麓の喜茂別村
(留産比羅丘方面)に 適地をえたのである。この地帯は,冬 季,積 雪2メ ー
トル余に達す るが,寒 冷期でも土壌は凍結せず,そ の うえ,耕 地はおおむね
南面 してお り,雪解け後の地温上昇はすみゃかで,か つ,土 擁 は軽軟肥沃で
あるため,ア スパラガス栽培の自然的条件はきわめて良好である。 しか も村
役場の理事者や農会長,同 技術員 らが そ れの栽培に積極的な協力をしたた
め,そ の産地化はよく進んだのであった。 このように して,昭 和4年(1929
年)に 「ア ス パ ラガス耕作組合」が組織 され,同 地方の耕作農民は缶詰業
者 との間に長期間にわたる栽培契約を結び,本 格的にその栽培に乗 りだす こ
ととなったのである。以上が,今 日,喜茂別町(後 に町制施行)が 北海道に
おけるアスパラガスの有数の生産地 とな り,またそれを原料 とする缶詰工場
の設け られている理由てある。
② 缶詰工場の設立
喜茂別村を中心に してアスパラガスの栽培が道内の各地で行なわれるに伴
ない,そ の現地や近傍に缶詰工場が設け られるようになった。工場が原料 ア
スパラガスの生産地やその近傍に設け られる理由は,そ れ の 畑よりの採取
後,で きるだけはや く缶詰に加工することが必要とされるか らである。採取
後3～4時 間の うちに工場につ き,加 工されて缶詰 となるものが多い。アス
パラガス特有の香気を豊かに保存 してお くためには,採 取 してか らで きるだ
けはや く缶詰にすることを要する。採取後7時 間を経過 す る と,特 有の風
味,香 気を うしない,ま た堅 くな り,缶詰 としての商品価値を減ず るように
なる。 このように して昭和7年 に喜茂別村に 「朝 日アスパラガス缶詰株式会
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社」が設立 されてその工場がで き,ま た同9年 には小樽市に 「極東缶詰株式
会社」が設立 されるなど,ア スパラガスの缶詰事業は道内の各地においてさ
かん となったのである。ただ喜茂別村においてをキ,前記朝 日アスパラガス缶
詰株式会社など3社 が協調 して栽培契約を無視 してアスパ ラガスの買い入れ
価格を引き下げたため,栽 培農家 らを組合員とす る同村の産業組合では,同
13年,直営工場を設けて缶詰製造を行な うにいたったのである。そ して後に
は,同 村にある朝 日アスパラガス缶詰株式会社の工場のすべてを同産業組合
が継承 し,ア スパラガスだけでな く,他 の農産 物を原料 とす る缶詰の加工 も
行な うようになった。工場設立の翌14年において,そ の製造高がかな りのも
のであった ことは前に掲げた第1表 によって知 られ るとお りである。戦前,
わが農村工業の振興が よく論議されたものであるが,こ の組合工場の発展は
た しかにそれの成功 した1例 といえるであろ う。なお上記,喜 茂別村産業組
合 の農産加工場 と朝 日アスパラガス缶詰株式会社 の工場は,昭 和17年1月,
政府の企業統合命令に したがい北海道産業組合連合会(後 の北海道農業会)
に譲渡統合されている。
戦後におけるアスパラガス缶詰事業の再開を,便 宜上,喜 茂別村を中心 と
す る地帯についてみると下のとお りである。昭和22年8月,北海道農業会は
GHQの 指令によって解散団体 と指定されたので,喜 茂別,留 寿都,真 狩,
倶知安,狩 太,京 極の6力 町村は 「山麓農村工業振興期成会」をつ くり,先
に北海道農業会に移管 した喜茂別工場を譲 り受けて,再 度,理 想的な農村工
業 を確立すべ く努力がなされた。 しか し不幸にも昭和23年5月11日の喜茂別
町 の大火に よって全工場施設が焼失 したので,上 記6力 町村の農業協同組合
の共同出資に よる株式会社の形態をもって事業を経営することとし,資本金
1,000万円の 「北海道農村工業協同株式会社」を設立 したが,翌24年5月 に
は復興された新工場でアスパラガスの缶詰製造が開始 されるにいたった。そ
の後,同 社は昭和32年6月,社 名を 「クレー ドル興農株式会社」(現 資本金
9,800万円)と 改め今 日にいたっている。
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以上,北 海道におけるアスパラガス缶詰工場の設立を喜茂別地方を中心に
して述べたが,も ちろん,そ の間,道 内各地に多 くの業者によって工場 の設
け られてきた ことい うまで もない。その現状を会社名,工 場所在地,主 要な
生産品 目についてみると第2表 のとお りである。
第2表 北海道におけるアスパラガス缶詰加工業者
昭和38年8月現在
業 者 名 1工場縦
ク レー ドル興農株 式会社
デイ ジー食品工業株式会社
日本食 品 製 造 合 資会 社
北海道食糧缶詰株式会社
北 海 道 缶 詰 株 式 会 社1
北 日 本 缶 詰 株 式 会 社
株式会社 北 沢 食 品工 場
日 本 缶 詰 株 式 会 社
喜茂別,仁 木
伊達
富良野,士 別
三川
真狩,乙部
虻田
湧別
夕張
帯広
主 要 生 産 品
日本 ア ス パラガス株式会社[岩 内
極 光 缶 詰 株 式 会 社1網 走
北 幸 商 産(守 屋源作)1岩内
北海道アスパラガス株式会社
株式会社 北 海 道 漁 業公社
日本 缶 詰 生 販 株 式 会 社
常 呂 缶 詰 株 式 会 社
株式会社 福 々 商 会
リー ダ ース 食 品 株 式会社
ト ー ヤ 食 品 株 式 会 社
日 魯 漁 業 株 式 会 社
日本 合 同 缶 詰 株 式 会 社
ホクレン農業協同組合連合会
三川,中 標津
江差
紋別
常盤
紋別
京極
洞爺
森
上富良野
美瑛
{て奪3簗 ゾ 資 ラ営 ス
ア ス パ ラ ガ ス,ス イ トコ ー ン
ア ス パ ラ ガ ス,ト マ トピ ツ クル ス
ア ス パ ラ ガ ス
ア1スパ ラガ ス
毛 ガ ニ,帆 立,ス イ トコー ソ
1ア ス パ ラ ガ ス ・ ス イ トコ網 ン
1ア ス パ ラ ガス
}ア ス パ ラ ガ ス
,ナ メ コ
1毛 ガ ニ,サ ン マ,ナ メ コ,
更スイ トコ ー ン
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラ ガ ス,ス イ トコー ソ
ア ス パ ラ ガ ス
ス イ トコ ー ン,ア ス パ ラガ ス
ス イ トコ ー ン,ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
ア ス パ ラガ ス
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皿 製 品 計 画 の問題 点/
1製 品計画への道
アスパラガスの缶詰は,当 初,国 内にその需要があった とい うよ りは,外
国のそれをわが国内に移 しかえることか ら始まっている。したがってその製
法か ら販売面にいたる多 くのことは,ほ とんどアメリカ製品の模倣によって
なされた といえる。 このことは,わ が缶詰業全般の発達について も該当する
ことであろ う。すなわち,わ が缶詰業の発達をみると,こ の事業が明治の初
年,フ ランスか ら技術を輸入 して長崎 と北海道で鮨,鮭 を原料 とす る缶詰を
つ くった創業期,ま たアメリカ式の製法をとり入れて製缶事業 と缶詰事業を
分離 して ようや く活躍期に入 った大正時代の揺藍期,さ らに技術的進歩と輸.
出業者の努力によって缶詰業が輸出向きの事業 として大資本 企業 に よ く認
識せ られ,新 興産業 となった昭和の戦前の発展期 を通 じてみると,そ の
大部分は海外への輸 出によって発達を とげたといえる。農産物缶詰のほか,
水産物缶詰,畜 産物缶詰などがあるが,そ の多 くは海外の仕向け地の需要に
適応す るようにつ くられ,か の牛 肉の缶詰のよ うに,日 本人の好む風味をも
たせてつ くられた ものはあまり多 くなかったのである。このことは.た とえ
ば昭和12年におけるわが缶詰の生産高 と輸出高 との割合をみるとき,前 者の
13,158,988函に対 し後者の6,715,716函であること,す なわち生産高に対す
る輸出高の割合は51,0%であって,残 りは国内向け と軍需にあて られていた
ことで よく知 られる。では,そ のよ うなアメリカ製品の模倣には じまるわが・
アスパラガス缶詰の製品計画において,問 題点となるものにどのようなもの'
があるか,以 下に述べることとしよう。
2品 質について
ここに 「品質」 とは アスパラガスが消費に役立つ 自然の属性を意味 し,す
なわちその風味,香 気,鮮 度,色 彩などを指すのであるが,缶 詰加工の工程
においてそれ らの保持をはかることは,き わめて重要である。もともと農産
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製品に対する一般の嗜好は短時 日の間に変化 してい くものでないか ら,それ
に適応する品質のものをつ くり,そ の保持に努めることが,製 品計画上,と
くに留意を要する。
一般に農産物を原料 とする製品は,そ の鮮度,栄 養価,色 彩などの保持を
はか るため,原 料 の生産地か,ま たはそ の近辺において加工され ることが望
まれ る。製造工場が遠方にあって,原 料を長距離輸送することは避けるべき
である。 このように,農 産製品の製品計画を 「品質」の点についてみ ると,
原料の供給地がどこであるか とい うことが,ま ことに大きな影響を及ぼす も
のといえるのである。
これをアスパラガスの缶詰についてみると,原料 アスパラガスを畑か ら採
取 して2時 間以内に加工す ることが もっとも望 ましいとされ,採 取後7時 間
を経過すると,特 有の風味や香気を うしない,ま た堅 くなることのあるのは
すでに述べた とお りである。これを防 ぐた め,農 家では採取 したものを一
時,冷 水中に保存 した り,工場の冷蔵庫に入れ ることもある。これを要する
に,品 質のよい缶詰をつ くるためには,既 述のとお り,畑作の段階において
良質のアスパラガスを栽培す ると同時に,ま た加工にあたっては,品 質保持
(1)
のため,原 料の生産地に工場を設けることが必要なこととされ るのである。
＼
5商 標について
商標(ブ ラソ ド)は製造業者や販売業者が自己の生産 した もの,あ るいは
取 り扱 っているものを他の競争商品と区別するためにつけた文字,図 形,記
(1)畑作段階における原料アスパラガスの品質改良のため,北海道大学農学部や農
事試験場へ委託試験をすることがあるが,最近のテーマとしては苦味成分の除去,
病害の防除などがある。
アスパラガス缶詰の加工工程を示すと下のとおりである。
123456
1水洗H.切断ト塵 別ト匿 熱1-[冷却H鱗片はぎ1
789101112
i肉詰1一厨 颪 ト匝 気ト匡 藷i-】殺 菌H冷 却1
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号,ま たはそれ らの結合 した ものをい うので あ るが,そ の選定にあた って は
多 くの留意すべ き諸点があげ られ る。単純 な こと,読 みやす いこ と,記 憶 し
やすい こと,発 音 しやすい こと,時 代 お くれで ない こと,包 装に適応す るこ
と な どがそ のお もな要件 とせ られ る。
では現存 のアスパ ラガス缶詰 の商標は,そ れ らの諸 点で ど うであ ろ うか。
今 日,北海 道内で見かけ るお もなものをあげ る と,「ク レー ドル」(ク レー ド
ル興農株式会社),「 デイ ジー」(デ イ ジー食 品工業株 式会社),「 リボソ」
(北海道缶詰株式会社),「 スキ ー印」(北 海 道食糧缶詰株式会社),「 ジ
ャソプ」(日 本 アスパ ラガス株 式会社),「 日の丸」(日 本水産株式会社)
「あけぼ の」(日 魯漁業株 式会社),「 ホ ク レソ」(ホ ク レソ農業協 同組合
連 合会)一 一な どがあ る。 これ らが どの よ うな理由に よって考案,作 成 され
たか,そ の事情 は明 らかで ないが,た だ 「クレー ドル」(Cradle)について
は調査 の結果,興 味のあ る事実がみ られ るので,こ こに紹述 してお こ う。
ク レー ドル興農株 式会社 の"Cradle"は「揺藍 」(ゆ りか ご)の ことであ る
が,そ れは同社 の所 在地がアスパ ラガス缶詰 の と発祥 の地 モで ある とい うこ
とか ら出てい る。昭和13年6月,喜 茂別産業組合 の工場 建設 中に商標を どの
よ うにす るかが協議 され,ま つ産業 組合 と工場建設 の関係者に募集 したが,
23の名称があつ まった ものの,好 適 と思われ るものはなか った。そ こで 組合
当事 者 の間で考慮 のす え,発 祥 の地 の=発 祥 ミの意味を とって"Cradle"と
した とい うことであ る。'商標制 定 のことに関 し,"Cradle"に決 まるまで の
経過を筆 者に語 った同社管理課長 日野四郎氏 の手記 に よる と下 のとお りで あ
る。
「昭和13年6月 のあ る 日,組 合の専務 理事で ある丸子 斉 氏(現,ク レー
ドル興農株式会社社長)が 来て,商 標について如 何すべ きか,相 談が もちあ
が り,私 が担当者 とな って組合 な らびに工場建設部に商標 を募集 した。1人
1件 とせず,な るべ く多 くを選びたいので,締 切 を限 って募集 した。応募数
は23種に お よんだが,い まで もそ の中に出た ものを思い浮べ ると次の よ うな
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も の が あ る 。
チ ェ リ ー,ガ ー ラ ソ ド,ダ ー ビ ー,ラ グ ビ ー,カ モ メ,エ ア ー シ ッ プ,蝦
夷 富 士,ゴ ソ ド ラ,カ ネ ー シ ョ ソ,キ ャ ラ バ ソ,オ リ エ ン ト,ス タ ー,ピ ラ
ミ ヅ ト,テ ニ ス 。
しか し,こ れは とい う商標 もな く 上記の うち,チ ェ リー とガー ラソ ド
を準 入選 とした一 つ ぎに丸子専務か ら日本語 を英訳 した ものに した な ら
ぽ …… とい う話 もあ って,ア スパ ラガスの発祥地 の さ発祥 ミに した らとい う
ことで,私 がそれは"Cradle"である とい った。北海 道大学 に問 い合わせた
ところ,``Cradle"でよろ しい との ことであ った。それか ら図柄についてい
ろい ろと相談 した結果,デ ザイ ソは 白 とブル ーの2色,そ の割 合な どは私が
引 き うけて見本 を3種 作 った。そ の とき ブルーの色は・朝 日7ス パ ラガス缶
詰 株式会社 の レーブルの缶詰 の色 よ り紺色を強 くした シブ味 のある もの とし
た。そ して小樽市 色内町の其水堂へ行 き,こ れ らの要素を組み入れた字型 を
6種類つ くって もら うよ うに依頼 し,そ の足で札幌へ行 き,北 連 の農務課 の
岩 崎 博氏 と面接 して 日本文 の案 内を英訳 して もらい,こ れ を レー ブル の文
章 とした。7月 頃 と思 うが,其 水堂 出入 りの図案屋 さんが6種 の字型を もっ
て きた。それを示す とここに掲げ る(1)(2)(3)(4)(5)(6)のとお りで あ るが,結 局,
ドイ ツ型(4)に少 々手を入れ て採用す る こととな った。それ 以来,字 型 を変 え
る ことな く,ま た当時は全文英字で,日 本文字は1字 もなか った。そ の頃,
'
わ が国へ輸入 され ていた デル モ ソ トのマー クは リビーのそれ とともに,私 た
ち の眼に 異様 に うつ り,た めになん とか外装をあち らに くらべ て遜 色のない
ものに したい との願いか ら,美 しさのあ る リビーに似た デザ インを考えた の
で あ った。」
以来,約25年,"Cradle"とい う商標は国 の内外において よ く知れわ た
り,そ の知 名度は格別 に調査 されたわけで ないが,か な り高い ようで ある。
た だそれが アスパ ラガス缶詰 の ミ発祥 こを意味す るものであ る ことは,あ ま
り知 られていない ように思われ る。
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4包 装について
包装は商品 の破損や 汚損 を防 ぐと同時に,そ の運搬 を容 易に し,ま た販売
や消費上に便利 を与 える もので あ る。缶詰の場合,内 容 の食料 品が腐敗,変
質せず,そ の品質の よ く保持 され ている ことを要 し,包 装 は と くに大切 とい
える。密閉容器 として ブ リキ缶 とガラスびん の両者が用い られ ている。缶詰
の当初はすべ てびん詰であ ったが,今 日は ブ リキ缶 のものが圧倒 的に多い。
アスパ ラガス缶詰 の包装 もブ リキ缶が用い られ,当 分,こ れ 以外 の ものは
用い られそ うにない。缶 の上ふた と下そ こだけを ブ リキに して,周 囲の胴 を
プ ラスチ ヅクでつ くった容器や上 ふたを透明の プラスチ ックで つ くった もの
もあ るが,ま だ普及 していない。次に缶 型は,従 来,そ れが一般 の家庭では
あ ま り消費 されず,大 部分 の ものは ホテル,食 堂 な どで用 い られ る業務用 の
もので あ ったため,大 きな角型 の ものが多か った(定 め られた規格 に よる と
角1号 缶 の内容総量880グ ラム,固 型量600グラム,角2号 缶 の内容総量46α
グラム,固 型量340グラム)。 しか し,最 近,一 般の家庭に おけ る食生活 の
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改善 に伴 なってそれへ の需要が増 加 してきたのセ,買 いやす い価格 にす るた
め小型 丸缶 の ものや ジュース缶 の ものが多 くなってい る。 コス トの点か らみ
て も,丸 缶 のほ うが ブ リキの消費量 は 少 な く,か つ,缶 につ くりやすいの
で,角 缶 に くらべて低 い し,肉 詰め も しやす いのであ る。現行 の内容規格 と
太 さの基準 を示す と第3表 と第4表 の とお りであ る。
第3表 ア ス パ ラ ガ ス 缶 詰 の 規 格
缶 型 1臨劉 GiclMILIml 串
角 ・号制 6・ gl 8～・・1 1・-151・6-23[24-37138-5・1一
4号 飼 3・ gl 一1 6-91・・一 ・61・7-2gl3・-4415～60
7号 飼 2・・gl ■ 6-81g-・5116-25126-38i39-52
果実7号制 165gl一 一19-・51・6-25126-38139-6・
25・9制 ・75gI 一1 一17-gl・ 。一 ・51・6-23124-4・
(注)数字は本数を示す。
第4表 ア ス パ ラ ガ ス の 太 さ の 基 準
サ イ ズ
区 分
G
(ジヤイ
ア ン ツ)
直 径 ㎜12鐙 痴
?
?
?
?
?
?
?
以上 未濤
21～26
ML
(マンモ(ラ ー ジ)
ス)
以上 未浦 以上 未澱
ユ6～2112～16
の
(メテ イ
ア ム)
以上 未彌
9～12
S
(スモ ー
ル)
以上 宋浦
6～9
ぢ 価格について
製品にどのような価格をつけて売 り出すかは,品 質,デ ザイソ,包 装など
とともに,製 品計画上,重 要なことであるが,要 は企業の経営を維持発展さ
せ ると同時に,一 般の消費者に対 して不利益を与えないものであることが求
め られ る。
いまコス トに適正利潤を加えたものを売価 とす るとい う簡単な方式に した
が って,ア スパラガス缶詰の価格を考えてみよう。資料 の関係上,ク レー ド
ル 興農株式会社の製品について検討を加えることとする。 まつ同社 より最後
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の消費者 にいた るまで の角1号 缶 の各建値をみ ると下 の と お りとなってい・
る。
鼻壷磁 塑 塵 難 塾『卸売商塑 小売商凹 劃
次に,一 般管理費 と販売費 を除いた原価構成をみ る と,材 料費77.41%,
労務費12.35%,経費10.24%一一とな り,ま た材料費 の内訳は,原 料68.87
%,副 原料1.0%,空缶28.1%,間接材料費2.12%と なってい る。 これ.
らの うち,大 きな ものは材料費(原 料,空 缶)と 労務 費であ る。
(1)原 料 費
原料 アスパ ラガスの買入価格 の低下をはか ることは容易で ない。それは,
生産者(農 家)が そ の価格4)低下 に よる不利 益を免れ るため,意 思表示 の機
関 として 「耕作者組合」 をつ くり,毎 年 の標準価格 の決定に際 しては加工業
者 との交 渉にあた り,み ずか らの利益 の擁 護につ とめてい るか らで ある。 ま
た農業協 同組合は原料 の集荷や代金 の支払 い な ど の業務 にたず さわ って い
.る。買上げ代金 の農家に対す る支払いは,出 荷後10日 か ら15日 くらい の間s
に,農 業協同組合の 口座 に振 り込 まれ ることとな っている。
この よ うに,生 産者(農 家)と 缶詰 加工業者 との間に耕作 者組合 と農業 協
同組合 とが介在 してい る ことは,原 料 をたたいて安 く買い とるのを困難な ら
しめ,こ の方面か らコス トの低下 をはか る ことは容 易で ない のであ る。ただ
アスパ ラガスの品種 の改 良をはか り(古 い ものは20年くらいた っている とい
われ る),そ の反当 り収量 を増加す る ことが,今 後 の原料 コス トを低下 さぜ
(1)
る1つ の道 と考 え られてい るのであ る。
(1)ここ数年 来,ア スパ ラガス の作付面 積が増加 してい る理 由 としては,次 の よ う
な こ とが あげ られ る。
(1)立地条件 の よい こと。
② 継 続的に現 金収入が早期 に入 るこ と。
(3)契約栽培 であ るため販売上 の不安が ない こ と。
(4)現在 の買入価 格であれば収益 性が 高い こ と(反 当 り2～3万円 の収入 があ る)e・
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(2)空 缶 代
一般に空缶は製缶業者によって 「注文生産」方式を とって行な わ れ て い
る。空缶の規格はいちおう日本製缶協会,日 本缶詰協会,農 林省検査所によ
って決め られているが,缶 の外面の図案などが缶詰加工業者 ごとに異なるた
め,い ちどに大量 の生産を行な う 「市場生産」によることは困難 とされてい
る。 したが って,現 在のところ,空 缶 の大量生産による低価格の利益はまだ
得 られていない。 したが って,空 缶のコス トを もっと下げるためには,な に
よりも全国の缶詰の規格が統一されて空缶の市場生産 が な さ れることを要
し,ま たその原料 となるブリキも,国 内製品の価格は国際価格に くらべて割
高 となっているので,そ れの引き下げをはかることが望 まれる。
(3)労 務 費
アスパラガスの収穫は,北 海道では5月 末か ら7月 の上旬にかけて行なわ
れ るため,そ れの缶詰加工 も6月 上旬か ら7月下旬の2ヵ 月間に行なわれ,
工場労務はいわゆる季節労務者(女 子工員)に よってなされ,喜 茂別工場で
はおもに道南地方の漁村か らくるものを雇用 している。その 日給は女子の場
合,250円～350円,ほかに独身寮の手当 として140円が加え られて500円くら
いになる。男子労務者の場合は1日,日 給その他を合わせて800円か ら1,000
円になるようである。
ただ最近は,ア スパラガス缶詰 の加工期間がわずか2カ 月で短期であるた
め,も っと雇用に永続性のある職場を求 め て そ の方へ移動す る傾向にある
し,ま た水産関係企業の缶詰事業への進出に伴な う工場増設で,労 務者の不
足をみているため,賃 金は上昇の傾向にあるといえる。要するにアスパラガ
ス缶詰のような農産製品は,そ の加工,操 業の期間が季節的 に 限 られ,か
つ,手 労働に依存する度合が高いので,労 務費を大き く節減することは困難
とされている。
6新 製品の開発について
新製品の開発をはかるためには,ア スパラガスの新用途を発見 した り,市
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場 に存在 しない製品 をつ くって販売す ることを要す る。 しか し,ア スパ ラガ
ス に限 らず 食料品一般 について,そ の風味,香 気,色 彩 な どに対す る人 々の
嗜好はやすやす と変 更 され るもので ないか ら,そ れ らは簡単 に行 な わ れ な
い。最近,新 用途 としてそれをス ープに入れ て食べた り,ま たサ ソ ドウィ ッ
チ の中身にす る(ド イ ツ)と い うこ と が あ る。 アスパ ラガスが洋 食にそえ
て,そ の他新用途 に供 され るためには,一 般 の生活 水準が 向上 し,食 生活 も
洋風化 され,も っと多量 に消費 され ることを要す る。そ して多量 消費 のため
には低価格 の ミグ リーソ ・アスパ ラガス ミの缶詰をつ くることが一方策 とい
えるので ある。
また新製品 としては,国 内向けの ものとして ジュースをつ くることが考 え
られ,ま た スープの缶 詰 も有望 な もの として研究 されてい る。なお一部で冷
凍 グ リーソ ・アスパ ラガス の製 造 と販売が企図 され ているが,一 般 の家庭に
おけ る冷蔵庫 の普 及につれ て,そ の販 路は伸びてい くもの とされてい る。
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